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Ⅰ,Introduction ガンマ線バースト（GRB）の代表的な残光の特徴

GRB 050319

①
②

③

GRB 05724

④

可視とＸ線残光の特徴

①べき -3.0乗で急激に減光する（～300秒）
②べき -0.5乗で緩やかに減光する（～104秒）
③べき -1.3乗で減光する（～10５秒）
④約半数の残光に短時間だけ明るくなるX線フレア
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青くなっている。

時間が経過共に、色が青くなりつつあるGRBを初めて観測した。GRBの標
準モデルでは説明が不可能。

GCN かなたPC

TRISPEC
HOWPol

解析

可視の測光

Swift・WAM
Fermi音声とメールでお知ら

せして自分たちにも知
らせる

GRB

GRBの位置を得てかなた望遠鏡の場所
でのGRBの高度を算出する

観測可能高度なら

もし、SwiftがGRBを
発見したならば約
２０ｓで地上にGRB
の位置を送る。

GRB発後約30－60秒で向いて
観測開始する。

この速さが1.5m級では世界最速級
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Ⅱ-a, 多波長観測システム
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GRBのスペクトル ＊それぞれの色がカバーしている帯域
を表し、重要な帯域をカバーしていることが分かる。

かなた1.5ｍ級で駆動速度は
世界最速級

●ＴＲＩＳＰＥＣ
３バンド（Ｖ，Ｊ，Ｋなど）
同時観測、偏光分光

●ＨＯＷＰol
偏光観測
（従来の４倍の速度で

データ取得可能）

・ＧＲＢ専門衛星
●ＢＡＴ(15-350keV)
全天の６分の一を監視、
４分角で決定
年間GRB１００個検出
●ＸＲＴ(0.3-15keV)

約７０秒後
●ＵＶＯＴ（可視-紫外線）
約３分後

広帯域（50-5000keV）
重要なスペクトルの折れ
曲がりをカバー

大面積（３００keV以上で世界最大）
統計の良いデータ取得可能
GRBの細かな時間変動も追える

広視野
全天、年間GRB２００個検出

ガンマ線衛星
●ＬＡＴ（20MeV―300GeV）
高分解能（ＥＧＲＥＴの約３０倍）
視野２sr、0.6’（＠10GeV） で決定

●ＧＢＭ（GRB Burst Monitor）
全天の６４％を監視

Swift
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Ⅱ-b, 即時自動観測システム

・宇宙一の爆発（全銀河、太陽１０兆倍の光度分）
・等方的に宇宙論的距離
最遠方天体 GRB 090423（ z=8.2 、 131億高年）

・一日に一回観測される。
・GRB後、残光としてガンマ線－電波にわたり放射し
急激に指数関数的に減光する。
・宇宙一の明るさを利用して、初期宇宙を探れる。

（ダークエネルギー、初期宇宙の金属汚染）
・最も激しい爆発現象を利用して、

極限環境での物理法則の検証

ガンマ線バースト（ＧＲＢ）とは Γ～１０２－３

R～1013-14 cm

R～1015-16 cm
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Ⅱ, Constructed system

2006年に観測解析体制の整備後、
５個のＧＲＢを観測に成功した。Ｘ線の
データと比較した。どのＧＲＢも、Ｘ線と
可視の振る舞いが異なるため起源も
異なることを示していた。
今後は、偏光の初期観測に絞り、
ジェットの磁場構造を解明する。

課題：観測数が年に１度程度と

少ない、観測数を増やすために、遠
隔観測など、態勢を整えていきたい。
Fermi－GBMが検出したGRBも観測でき
ないか検討したい。

可視とガンマ線のプロンプト放射

ガンマ線と可視が相関
していた。
optical光度曲線を詳しく
解析すると~1 secの周期
性がある？ さらにSwiftガ
ンマ線とopticalの変動の
間に~2 secのラグも。

Beskin +08.

GRB061121

バンプあり

可視にバンプがあるが、Ｘ線の光度曲線にはない。

これまでの、標準的な外部衝撃波モデルでは説明不可能である。
しかし、二成分ならば説明できるかもしれない。

Ⅲ, Main Results – Light curve of Optical and X-ray
GRB071112C GRB080506

Ｘ線フレアはフレアの時間幅と増光
幅から外部衝撃波では再現不可能で
内部衝撃波でしか説明できないとされて
きた（Ioka+05, Chincarini+07）。そのため、
考えにくいが、GRBの中心エンジン（生ま
れたてのブラックホール）が長い寿命があ
ることを示唆されていた。

Margutti+10はフレアのピーク時間とその幅
が比例関係にあることから内部衝撃波も
説明不可能と示唆した。

我々の観測結果
X線フレア時に赤外線ー可視帯域で

はフレアがみられず、スペクトルの
変化もない。

標準的な外部衝撃波に遅れて発生し
た外聞衝撃波を追加することで説明
が可能なことをしめした。

Uehara +10 Uehara +10

Ｘ線フレアの先行研究

Ⅳ, Summary

GRB080810
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偏光度は10%、偏光角は50°で一定
であった。

ＧＲＢ残光を放出しているジェットの磁場
構造はコヒーレントパッチモデルを支持
する。この場合、観測者が見える領域
内のパッチの数は50個程度と推定され
る。これはパッチ状の磁場増幅モデル
に対する強い制限となる。全体に一様
な磁場が存在する可能性もある。

GRB091208B

偏光観測の現状
これまで、一日後の偏光観測は
いくつかあった。本格的な偏光
観測ができかつ、爆発早期に対
応できる望遠鏡は世界にも我々
とリバプールの望遠鏡しかない。

Time since the GRB trigger (s)

多波長での秒単位の即時の観測
が必要とされる。


